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高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
在
宅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

医
療
、
福
祉
、
見
守
り
、
生
活
支
援
の
充
実

毎
年
の
県
政
に
関
す
る
世
論
調
査
に
よ
る
と
、「
高
齢
者
の
福
祉
の
充

実
」
の
要
望
は
、「
災
害
対
策
」
の
次
に
高
く
、
そ
の
中
の
高
齢
者
福
祉

の
具
体
的
要
望
は
、「
在
宅
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
医
療
、
福
祉
、
生

活
支
援
」
が
最
も
高
い
要
望
で
す
。

美
浜
区
の
人
口
は
15
万
３
千
人
、
そ
の
内
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

は
、
26
・
３
％
の
４
万
３
百
人
で
す
。
更
に
そ
の
内
21
％
の
８
千
７
百
人

の
方
が
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
あ
り
ま
す
。

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
ご
近
所
と
の
相
談
し
た
り
、
相
談
さ
れ
た

り
の
、お
付
き
合
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
答
え
た
人
は
65
歳
以

上
で
20
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

よ
っ
て
寝
た
き
り
老
人
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
安
否
確
認
・
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
千
葉
県
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
は
令
和
４
年
７

月
時
点
で
、
１
万
１
千
７
百
人
に
の
ぼ
り
、
入
り
た
く
て
も
入
れ
な
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
に
向
け
、
整
備
床
数
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
介
護
と
医
療
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
」
に
対
す
る
助
成
も
対
象
を
拡
大
し
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
在
宅
で
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、�

�

24
時
間
対
応
の
訪
問
介
護・看
護
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
を
拡
大
し
、

�

保
護
者
負
担
を
軽
減
し
ま
す

保
護
者
負
担
を
軽
減
が
強
く
望
ま
れ
、
働
く
女
性
の
支
援
も
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
一
時
預
か
り
（
５
億
７
千
万
）、
延
長
保
育

（
５
億
３
千
万
）、
病
児
保
育
（
６
億
６
千
万
）
放
課
後
児
童
の
ク
ラ
ブ

に
（
42
億
３
千
万
）
等　

59
億
９
千
万
円
を
予
算
化
し
、０
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育
に
35
億
５
千
万
円
、
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
に
６
億
２
千
万
円
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
関
連
事

業
に
県
は
３
５
６
億
４
千
万
円
算
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

短
時
間
勤
務
制
度
の
普
及

更
に
女
性
の
再
就
職
支
援
も
推
進
致
し
ま
す
。

高齢者の医療、福祉、支援、見守り、
子育て支援事業の拡大、
防災から美浜区民を守る。

熊
谷
俊
人
千
葉
県
知
事

河
野
と
し
の
り
県
議

熊谷知事に要望する河野としのり県議



令和３（２０２１）年４月２
０日

千葉県知事　熊谷　俊人　様
立憲民主・千葉民主の会
会　長　矢崎　堅太郎

天野　　行雄
高橋　　　浩
河野　　俊紀
田中　　信行
竹内　　圭司
礒部　　裕和
入江　　晶子
網中　　　肇
松戸　　隆政
大川　　忠夫
野田　　剛彦
守屋　　貴子
安藤じゅん子
鈴木　　陽介
菊岡　たづ子
平田　　悦子

県政に関する政策要望

県民の命とくらしを守るべく、知
事就任直後からコロナ対策等県

政が抱える喫緊の課題に鋭意取
り

組んでいただき、心より敬意を表
します。

知事選で示された大きな負託に
応え、県庁の構造改革や県民へ

のわかりやすい情報発信、20年
後、

30 年後を見据えた未来志向の
政策づくり等、「県民が実感でき

る県政改革」を前進させることを
期待

しています。我 も々二元代表制の一翼としての責
務を果たしてまいります。

さて、早速ではありますが、わが
会派の政策調査会が中心となり

、会派としての政策要望を取りま
と

めました。どれも人口減少、少
子化、高齢化など本県も抱える

社会構造の変動やそれぞれの地
元でい

ただいた県民の生の声を踏まえて
提言してきた政策です。

本要望書では大きく4点、①知
事の政治姿勢、②県議会との向

き合い方、③新型コロナウイル
ス

感染症対策、④会派として特に
推進を望む政策について、ご要

望いたします。

熊谷県政のスタートにあたり、今
後の政策づくりや予算編成等に

反映していただけますようご検討
願

います。

令和３年５月１４日

千葉県知事　　熊谷　俊人　
様

千葉県教育長　冨塚　昌子　
様

立憲民主・千葉民主の会　　
　　

会長　矢崎　堅太郎
政調会長　礒部　　裕和　　

　　
入江　　晶子
守屋　　貴子
安藤じゅん子
菊岡　たづ子
平田　　悦子　　　　

コロナ禍における「生理の貧困」に
対する緊急要望

現在、世界各国で女性の月経に
関する「生理の貧困」が社会問

題となっています。

「生理の貧困」とは、生理用品
を買うお金がない、また、利用

できない、利用しにくい環境にあ
る

事を指しています。

先日、任意団体である「#みん
なの生理」が行ったオンラインア

ンケート調査によると、5人に1
人

の若者が金銭的な理由で生理用
品を買うのに苦労した、他の物

で代用している等の結果が明ら
かとな

りました。女子学生等対象のア
ンケートでは、「過去 1年以内

に金銭的理由により生理用品の
入手に

苦労したことがある」との回答は
２０％との報告もあります。

これは、コロナ禍による経済的な
影響が拡がっていること、またそ

れ以前から存在した経済格差や
貧

困がコロナ禍によって更に深刻
化し、生活に必須な衛生商品に

も拘わらず、購入できない事態
が生じ

ていると考えられます。また、貧
困だけでなく、虐待やネグレクト

により保護者から生理用品を買
っても

らえない、家庭の事情により子
どもが保護者に相談できないな

ど、社会的課題と関連している
ケースも

あり、多くの取り組むべき課題が
内包されていると考えられます。

政府は、３月２３日、新型コロナ
ウィルスに対応するための予備費

を活用し、対策を進めることを決

定しました。東京都では、防災
備蓄品の生理用品を市区町村に

提供することを決定し、都内では
各自

治体での配布が進んでいます。
千葉県内でもいくつかの自治体

が無償配布や学校のトイレへの
設置を

始めました。
千葉県においても、以下につい

て早急に検討し、取り組んでい
ただけますよう要望を致します。

令和３年５月１４日

千葉県知事　熊谷俊人　様

立憲民主・千葉民主の会
会長　矢崎　堅太郎

飲食店支援に係る緊急要望

　日夜、新型コロナウイルス対
策への取り組みに尽力され、県

民への情報発信を的確にしてい
ただ

いていることに、敬意を表します
。

　３回目の緊急事態宣言が発令
され、本県においてもまん延防

止等重点措置区域が設定されて
い

ます。今回の措置は、県民の命
と医療提供体制及び医療従事者

を守る観点で、短期間で強い措
置を

行うこととされ、対象１２市の飲
食店においては酒類の提供が終

日自粛を求められております。

　しかしながら、短期間で強い
措置を行うといった当初の説明

であったのに対し、５月７日には
宣言

及び措置の延長が行われ、さら
に、国の分科会においては解除

に対し慎重な意見が出されてい
ること

から、県内の対象１２市におけ
る飲食店及び経営者、従事者の

経営・生活がさらに圧迫されて
いくこ

とに対し、エビデンスに基づいた
協力要請と、支援の拡充が緊急

に求められていると考えておりま
す。

　今回の要望は、国及び県の要
請に対し、真摯にご対応いただ

いている飲食店関係者が感染拡
大

防止と経営の両立を図れるよう求
めるものです。また、新型コロナ

ウイルスの感染防止には、何より
「飛

沫・三密・感染しやすい５つの
場面」の防止を徹底することが

重要であり、酒類の提供が悪と
みなさ

れる風潮に対し、正確な情報発
信をさらに行なっていただきたい

と思います。

　今、飲食店の皆さまには、知事
の掲げる「現場主義・寄り添った

支援」が何より求められておりま
す。

県庁一丸となって現場の困難を
理解し、寄り添った支援を行わ

れますよう、何卒よろしくお願い
申し上

げます。　

令和３（２０２１）年７月９
日　

千葉県知事　　熊谷　俊人　
様

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　立憲民主

・千葉民主の会

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　会

　長　　矢崎　堅太郎

児童等の交通安全確保に関する要
望書

　平素より、県政運営にご尽力
いただいておりますことに心から

敬意を表します。

　さて、令和３年６月２８日午後
３時２５分ごろ、八街市の市道

で歩いて下校途中の小学生の列
に

飲酒運転のトラックが突っ込み、
２人が死亡、１人が重体、２人

が重傷を負うという大変痛ましい
事故

が発生しました。

　平成２８年１１月には、今回の
事故と同じ小学校に通う児童の

列にトラックが突っ込み４人が重
軽

傷となり、平成３１年４月２３日
には木更津市の交差点で軽乗用

車が登校中の小学生２人をはね
１人

が死亡１人が重体となるなど、
県内で児童が被害者となる交通

事故が発生しており、早急な交
通事故

防止対策が求められています。

全国的にみれば、平成１８年に
６１２件だった飲酒運転による

死亡事故が令和２年に　１５９
件に

減っているものの下げ止まり傾向
にあることから、飲酒運転の厳

罰化にも限界があり、道路環境
整備

等を含めた総合的な交通安全・
交通事故防止対策が求められて

　　　います。

　本県では、本年４月、交通事
故のない安全で安心して暮らせ

る「交通安全県ちば」の　　　
実

現を目指し、２４時間死者数年間
１１０人以下、重傷者数年間１

，３００人以下とすることなどを目
標に、

飲酒運転などの悪質・危険な運
転に対する取締りの強化を新規

項目として追加し、第１１次千葉
県交

通安全計画を策定したところです
。にもかかわらず、策定直後の

わずか３か月後に今般の痛ましい
事故

が発生したことは大変遺憾です。

今後、二度とこうした交通事故
が発生することがないよう、県に

おいては下記の項目について、
財政

措置を含めた必要な対応を国に
求めるなど関係機関・団体等と

連携して早急な対応を図ることを
強く

要望します。 記

【１】交通安全意識の高揚・飲
酒運転根絶に向けた啓発

【２】安全運転の確保

【３】通学路等の道路交通環境
の整備

【４】車両の安全性の確保

【５】交通指導取締り等の強化

【６】交通事故被害者支援の充
実

【７】交通事故調査・分析の充
実

【８】学校等に対する交通安全
のための施策の充実・強化 以上

令和３（２０２１）年７月２
０日　

千葉県知事　熊谷俊人　　様

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　立

憲民主・千葉民主の会

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　会　長　　高橋　浩

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　

佐倉市上別所地先廃プラスチック
類不法堆積物の

速やかな撤去を求める緊急要望書

県政運営におけるご尽力に対し
、心から敬意を表します。

さて、佐倉市上別所地区の公道
沿いに約 11,300㎥もの廃棄物が

山積みされています。

千葉県によれば、昨年 6月から
廃棄物疑いがある廃プラスチック

類の搬入が確認され、行為者で
あ

る㈱ SKEに対し、搬入禁止や
適正撤去を求めて指導してきた

が、従わないことから勧告や措
置命令

を発出。この命令にも従わず、
県警への告発を経て、令和 3年

6月に逮捕、起訴に至っています
。

現在、産廃の搬入はストップして
いますが、家電製品などの便乗

投棄もみられ、印旛地域振興事
務

所と佐倉市の双方で不法投棄の
パトロールが行われています。県

は廃棄物の撤去にむけて排出元
を特

定する調査を進めていますが、
現在までに判明した排出事業者

は２社にとどまり、処理委託先か
らどの

ようなルートで現地に搬入され
たかについては解明できていな

いとのことです。また、排出事業
者を特

定し撤去させるために、どの程度
の期間を要するのかについても、

まったく見通しが立っていません
。こ

のままでは、ゴミ山は半永久的
に存在し続ける懸念があります。

元来、廃棄物を不法に堆積した
行為者の罪は重く、撤去を厳し

く指導し、厳正に対処することは
言

うまでもありません。その一方、
周辺の住民にとっては、生活環

境の悪化や発火等の二次災害リ
スク

の不安に脅かされる日 を々送っています。特に発火の危
険性については、2003 年 8月

佐倉市坂戸地

先の廃材チップ不法堆積現場で
の火災があり、県が代執行した

経緯があります。

突発的な自然災害が襲来する昨
今、周辺住民からはゴミの山を

一刻も早く撤去してほしいとの声
が

県や市にも寄せられており、県
の責任のある対応が求められて

います。佐倉市も県に速やかな
撤去を

求める立場であり、その際は産
業廃棄物処理事業振興財団の

事業を活用することも検討してほ
しいと

の要望を会派の地元議員が受け
ています。

以上のことから、行為者への厳
格な指導を行うと同時に、周辺

住民の命と健康、生活を守ると
いう

観点から、下記の事項について
、県の早急な対応を強く要望い

たします。

記

１．不法堆積物の撤去を早期に
実現すること。

２．本事案における問題点を検
証し、改善策につなげること。 以　上

令和３年８月２３日

千葉県知事　熊谷　俊人　様
立憲民主・千葉民主の会

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　会　

長　　高橋　　浩

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　政調

会長　入江あき子

新たな総合計画策定にかかわる要
望について

日頃より県民生活の向上に向け
てご尽力賜り、心より感謝申しあ

げます。

さて、熊谷知事の下、新たな総
合計画策定に向けての作業が進

められているところです。

私ども会派では新たな総合計画
策定にあたり、10年後の千葉県

の姿について、

ＳＤＧｓやカーボンニュートラル
といった国際的課題と県政全般

の政策課題を照らし合わせなが
ら議

論してまいりました。その集約結
果については、県が8月6日付で

公表した骨子素案に示されてい
る「基

本理念」「基本目標・目指す姿」
６項目とほぼ同様の政策ビジョン

であることを確認したところです。
従っ

て、新知事の大きな政策の方向
性に異論はありません。

一方、今後の策定プロセスや手
法等につきましては、当会派とし

て提案を含めた要望事項があり
ます

ので、以下のとおり提出いたしま
す。

知事におかれましては、速やかに
ご検討いただき、ご対応の程よ

ろしくお願い申しあげます。

要望１	 総合計画懇談会の下に分科会（
政策ワーキンググループ）を設置

し、

	 	 県民の叡智を結集すること

要望２	 「県づくりの方向性」を議論す
るため、知事と54市町村首長

との

	 	 意見交換の場を設けること

要望３	 庁内における部局横断的な議論
を十分に行うこと

要望４	 県内のゾーン分けの在り方とその
目的について再検討すること

	
要望５	 計画骨子案公表と同時に、現在

の千葉県の状況を示す

	 	 数値・データ等を公開すること

以　上

令和３（２０２１）年９月２
９日　

千葉県知事　熊谷俊人　様

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　立憲民

主・千葉民主の会

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　会

　長　　高　橋　　浩

児童相談所の環境改善等に係る
急要望等について

　平素より、児童福祉行政にご
尽力いただいておりますことに心

から敬意を表します。

さて、厚生労働省は本年８月２
７日、令和２年度の児童相談所

による児童虐待相談対応件数（
速

報値）を公表しました。それによ
れば、件数は２０万５０２９件で

、前年度より１万１２４９件（５
．８％）

増え、過去最多を更新しました
。

同様に、本県の児童虐待相談対
応件数も増加しており、平成２３

年度には２９６０件だったものが
、

令和２年度には１万１６１４件と
過去最多となりました。これは、

全国で５番目に多い件数となって
いま

す。
こうした中、県においては、令和

２年度中に一時保護所の定員を
それまでの１１５人から、５６人

増

の１７１人にするなど、異例とも
いえる増員をしており、そうした

点については率直に評価をさせ
ていた

だきます。
しかし、そうした努力にも関わら

ず、大変残念ながら、一時保護
所における平均在所日数につい

て、

本県は全国でワースト１位（令和
元年度福祉行政報告例より）と

なり、令和２年度の「一時保護
所の

平均入所率等の状況」について
も、本県はワースト１位（厚生労

働省子ども家庭局家庭福祉課調
査・

令和３年度全国児童福祉主管課
長・児童相談所長会議資料より

）となるなどの状況となっていま
す。

これらを受けて、会派として県内
の６つの児童相談所すべてを視

察したところ、早急に対応すべき
多

くの問題点がありました。

一例を挙げれば、令和８年度頃
に２つの県立児童相談所の新設

、２つの市立児童相談所の新設
が

予定されていますが、特に、中
央児童相談所天台一時保護課

、柏児童相談所等については、
先行き

の不透明感から必要な施設改修
等がなされていないのではないか

と考えざるを得ない状況が確認
され

ました。
保護される児童にとっては、一

時保護所等で過ごす一日一日は
かけがえのない日々であり、劣悪

な

環境の一時保護所等で過ごすこ
ととなったその一日は、もう二度

と取り返すことはできません。

県においては、こうした視点にた
って、一時保護所を含めた児童

相談所の環境改善のため、必要
な

予算措置、職員の増員など早急
かつ適切な対応を図るよう強く要

望します。

記

１　緊急個別要望事項

２　共通要望事項 以上

令和３（２０２１）年１０月
２０日

千葉県知事　熊谷　俊人　様

　　　　　　　　　	 	 	
　　　　　立憲民主・千葉民

主の会
会　長　　髙橋　　　浩

天野　　行雄
礒部　　裕和
河野　　俊紀
田中　　信行
竹内　　圭司
入江　　晶子
網中　　　肇
松戸　　隆政
大川　　忠夫
野田　　剛彦
守屋　　貴子
安藤じゅん子
鈴木　　陽介
菊岡　たづ子
平田　　悦子

令和4年度 予算制度要望

熊谷俊人知事におかれましては
、県民の命とくらしを守るべく、

知事就任直後からコロナ対策等
県

政が抱える喫緊の課題に鋭意取
り組んでいただき、心より敬意を

表します。

今年度に策定される新たな千葉
県総合計画やその土台となる行

財政改革推進計画において、中
長

期を見据えつつ、県政ビジョンで
打ち出された政策を着実に推進

されることを心より願っております
。

さて、ウィズコロナ時代を見据え
つつ、人口減少、少子化、高齢

化など本県も抱える社会構造の
変

動やそれぞれの地元でいただい
た県民の生の声をもとに、わが

会派からの予算制度政策要望を
取りま

とめさせていただきました。

今後の政策づくりや予算編成等
に反映していただけますようご検

討願います。

新型コロナウイルス感染症対策

施策横断的重点課題について

６つの基本目標と県の目指す姿
について

Ⅰ　危機管理体制の構築と安全
の確保　

Ⅱ　千葉経済圏の確立と社会資
本の整備

Ⅲ　未来を支える医療・福祉の
充実　

Ⅳ　子どもの可能性を広げる千
葉の確立

Ⅴ　誰もがその人らしく生きる・
分かり合える社会の実現

Ⅵ　独自の自然・文化を生かし
た魅力ある千葉の創造

令和３年１０月２０日　

千葉県知事　熊谷　俊人　様 立憲民主・千葉民主の会

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　会　長　

　髙橋　　浩

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　政調会長

　入江あき子

新たな総合計画策定にかかわる要
望について

日頃より県民生活の向上に向け
てご尽力賜り、心より感謝申し上

げます。

熊谷知事の下、策定作業が進め
られている千葉県総合計画につ

いて、私ども会派ではＳＤＧｓや
カー

ボンニュートラルといった国際的
課題と県政全般の政策課題を照

らし合わせながら検討を重ねて
参りま

した。検討の結果、現在公表さ
れている新たな総合計画（骨子

素案）の大きな方向性について
、私

たち会派としても支持することを
決定いたしました。

一方、今後の計画策定プロセス
や実現プロセスにつきましては、

私たち会派として提案を含めた
要

望事項がありますので、以下の
通り提出いたします。知事におか

れましては、速やかにご検討いた
だき、

ご対応の程よろしくお願い申しあ
げます。　

要望 1　総合計画策定懇談会の
下に分科会を設置すること

要望２　庁内において部局横断
的に取り組む仕組みを構築する

こと

要望３　数値目標の設定及びＰ
ＤＣＡサイクルを実施すること

要望４　財政との関係性を明確
にすること

要望５　	ＥＢＰＭ（エビデンス・
ベースド・ポリシー・メイキング

：証拠に基づく政策立案）を推
進

すること

要望６　私たち会派が毎年作成
する予算・制度要望書に前向き

に対応すること
以　上

令和４年６月９日　

千葉県知事　熊　谷　俊　人
　　様

　　　　　　　　　　　　　
　立憲民主・千葉民主の会　

　　
会　長　　髙橋　　　浩　　

河野　　俊紀
田中　　信行
竹内　　圭司
天野　　行雄　
入江　　晶子
網中　　　肇
松戸　　隆政
大川　　忠夫　
野田　　剛彦
安藤じゅん子
菊岡　多鶴子
平田　　悦子　　

６月３日の降ひょう被害に対する要
望書

６月３日に、本県北西部はひょ
うに襲われ、梨を中心に農作物

の被害が１７億３２００万円とい
う、

大きな農作物被害が発生してい
ます。

特に、本県の特産品でもある梨
については、１年に１回しか収穫

することができず、今回の被害は
農

業者の経営に大きな影響を与え
ます。

ついては、本県の農業を守るた
め、また、農業者が意欲を損な

うことが　ないよう、県において
速や

かに対策を講じていただくよう要
望いたします。

記

１　今回の影響が少しでも軽減
されるよう被害作物の販売を支

援すること

２　	被災した農業者が経営の維
持・継続をできるよう、セーフテ

ィネット　制度への加入を促進
する

こと

３　	自然災害が頻発化、甚大化
する中、今後も安定的に営農活

動が続けられるよう、多目的防
災

網など施設の導入を支援するこ
と

４　埼玉県農業災害対策特別措
置条例と同様な条例の制定を検

討すること

令和４（２０２２）年１０月
１４日

千葉県知事　熊谷　俊人　様

　　　　　　　　　	 	 	 　　　　　　立憲民主・千葉
民主の会

会　長　高橋　　　浩
河野　　俊紀
田中　　信行
竹内　　圭司
天野　　行雄
入江　　晶子
網中　　　肇
松戸　　隆政
大川　　忠夫
野田　　剛彦
安藤じゅん子
菊岡　たづ子
平田　　悦子

令和５年度 予算制度要望

熊谷俊人知事におかれましては
、県民の命とくらしを守るべく、

コロナ対策等県政が抱える喫緊
の課

題に鋭意取り組んでいただき、
心より敬意を表します。引き続き

千葉県総合計画やその土台とな
る行

財政改革推進計画に基づき、中
長期を見据えつつ、県政ビジョ

ンで打ち出された政策を着実に
推進さ

れることを心より願っております。

さて、ウィズコロナ時代を見据え
つつ、人口減少、少子高齢化な

ど本県も抱える社会構造の変動
や

それぞれの地元でいただいた県
民の生の声をもとに、わが会派

からの予算制度政策要望を取り
まとめ

させていただきました。今後の政
策づくりや予算編成等に反映して

いただけますようご検討願います
。ま

た現在、世界的な問題となって
いる物価高騰については、今後

どの程度影響が広がるかは未知
数であ

るため、今後の動向を注視しつ
つ適宜対策を要請させていただ

きますので、県として迅速に最大
限の

対策を実施していただくよう要望
致します。

施策横断的重点課題について

６つの基本目標と県の目指す姿
について

Ⅰ　危機管理体制の構築と安全
の確保

Ⅱ　千葉経済圏の確立と社会資
本の整備

Ⅲ　未来を支える医療・福祉の
充実

Ⅳ　子どもの可能性を広げる千
葉の確立　

Ⅴ　誰もがその人らしく生きる・
分かり合える社会の実現　

Ⅵ　独自の自然・文化を生かし
た魅力ある千葉の創造　

施策横断的重点課題について

認
知
症
の
予
防
と
医
療
体
制
の
整
備
、

家
族
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

認
知
症
に
つ
い
て
、
県
下
で
も
令
和
７
年
に
は
、
約
３５
万

人
と
な
り
、
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予

想
。
国
で
は
、
令
和
７
年
に
は
約
７
０
０
万
人
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

認
知
症
の
予
防
の
推
進
、早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
医
療
体
制
の
整
備
、相
談
体

制
の
整
備
、認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家

族
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
も
緊
急
を
要
し
、認
知
症
対

策
支
援
事
業
等
、し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
拡
大
充
実
し
て
ま

い
り
ま
す
。

医
師
・
看
護
師
を
確
保
し

救
急
医
療
、�診
療
科
体
制
維
持
な
ど

�
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

千
葉
県
の
人
口
１０
万

人
当
た
り
に
お
い
て
、
医

師
数
は
２
０
６
人
、都
道

府
県
中
、
下
か
ら
５
番
目

で
す
。

看
護
師
数
は
７
７
０

人
、
こ
れ
も
下
か
ら
数
え

て
２
番
目
、
病
院
の
数
も

４
・
６
、
下
か
ら
５
番
目

で
、
病
床
の
数
は
９
５
２

床
と
下
か
ら
５
番
目
で
す
。

全
国
の
最
下
位
レ
ベ
ル
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
状
況
が
続
き
、
病
院
の
休
止
、
診
療
科
の
休
廃
止
、
救
急
医
療
か
ら
の

撤
退
も
増
え
て
い
ま
す
。
医
師
や
看
護
師
不
足
を
解
消
し
、
確
保
と
定
着
を
図
り
、
診
療
科
の
体
制
維
持
、
救
急
医

療
の
充
実
な
ど
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
向
上
の
為
、
医
師
不
足
病
院
医
師
派
遣
、
医
師
修
学
資
金
貸
付
促
進
事

業
、
病
院
内
保
育
所
運
営
、
看
護
士
養
成
な
ど
、
医
師
・
看
護
師
を
確
保
の
２２
億
円
の
予
算
化
を
進
め
ま
し
た
。

学
力
低
下
を
起
こ
さ
な
い
、
い
じ
め
の
無
い
学
校
教
育
を
推
進

千
葉
県
の
令
和
４
年
４
月
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
小
学
生
、
中
学
生 

平
均
以
下
で
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
の
令
和
４
年
度
の
全

国
学
力
調
査
に
お
い
て
は
小
学
生
１４
位　

中
学
生
３１
位
。
関
東
の
中
で
は
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
に
つ
い
で
４
番
目
の
学
力
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
の
た
め
に
は
、少
人
数
学
級
、習
熟
度
別
授
業
、授
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
職
員
の
資
質
向
上
な
ど
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
進
め
を
進
め
ま
す
。

学
力
向
上
総
合
プ
ラ
ン
推
進
に
３
億
２
千
万
円
を
予
算
化
、
児
童
の
学
力
及
び
学
習
意
欲
向
上
を
図
る
為
に
小
学
校
専
科
非
常
勤
講
師
の
配

置
事
業
の
為
に
４
億
６
百
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

又
い
じ
め
対
策
の
推
進
の
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置　

１１
億
５
千
万
円
を
予
算
化
を
し
ま
し
た
。
虐
待
防
止
対
策
の
為
の
非
常
勤
講
師
配
置
に
９
千
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

行
政
改
革
を
断
行
し
、
借
金
の
山
を
子
ど
も
達
に
残
さ
な
い
。

千
葉
県
の
県
債
残
高
は
、
令
和
４
年
の
単
年
度
予
算
２
兆
３
２
０
０
億
円
を
７
千
億
円
も
超
え
、
利
子
を
加
え
る
と
、
３
兆
１
千
５
百
億
円

と
な
り
、
県
民
一
人
当
た
り
の
県
の
借
金
は
５０
万
円
（
正
確
に
は
４８
万
９
千
円
）
に
上
り
ま
す
。

な
れ
合
い
に
陥
る
民
間
と
行
政
の
談
合
を
当
然
許
さ
ず
、競
争
入
札
を
徹
底
し
、税
金
を
効
率
良
く
使
い
ま
す
。財
政
再
建
に
真
剣
に
取
り
組
み
、税
金
を
一
円
た
り
と

も
無
駄
に
せ
ず
、借
金
の
山
を
次
世
代
の
子
ど
も
達
に
残
さ
な
い
。こ
れ
を
徹
底
い
た
し
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
、
悪
質
商
法
、
交
通
事
故
か
ら
高
齢
者
を
守
る

振
り
込
め
詐
欺
（
電
話
de
詐
欺
）
の
被
害
は
98
％
が
高
齢
者
で
す
。
令
和
４
年
１２
月
末
の
認
知
件
数
１
４
５
７
件
、
被
害
額
約
３４
億
円
で
す
。
千
葉
市
美
浜
区
も
最
近
の
数

値
は
発
生
件
数
は
約
３５
件
、
被
害
額
も
１
億
円
を
超
し
、
最
近
の
千
葉
市
全
体
１
３
０
件
、
被
害
額
３
億
２
千
万
円
の
中
で
美
浜
区
は
一
番
の
高
い
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犯
人
の
摘
発
強
化
を
推
進
し
、
高
齢
者
を
電
話
de
詐
欺
か
ら
守
り
ま
す
。

送
り
つ
け
商
法
、ね
ず
み
講
・
催
眠
商
法
な
ど
悪
質
商
法
に
係
る
相
談
の
約
３
割
は
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談・救
済
、悪
質
な
事
業
者
の
指
導・処
分
を
強
化
推
進
し
、高
齢
者
を
悪
質
商
法
の
被
害
か
ら
守
り
ま
す
。

更
に
、
交
通
事
故
死
者
数
の
内
そ
の
５
割
以
上
が
高
齢
者
で
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
中
の
県
内
交
通
事
故
死
亡
者
１
２
４
人
中
６４
人
（
５１
・
６
％
）
が
高
齢
者
で
す
。
夕
方
の
薄
暗
い
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
高
齢
者
の
道
路
横
断
中
の
事
故
防

止
、
交
通
事
故
多
発
箇
所
の
点
検
、
整
備
、
交
通
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
高
齢
者
を
守
り
ま
す
。

河野としのり代表質問動画はこちらから検索してご覧ください。　 右の二次元コードを読み込んで観ることも出来ます。右の二次元コードを読み込んで観ることも出来ます。ご意見・ご要望をお寄せください。 千葉県議会 インターネット中継 河野としのりhttp://www.t-kohno.com　FAX.043-211-0065

会派で提出した要望書の一例
●コロナ禍における「生理の貧困」に対する緊急要望
●飲食店支援に係る緊急要望（まん延防止等重点措置の延長において）
●児童等の交通安全確保に関する要望書
� （八街市　飲酒運転による児童5人死傷事故から）
●佐倉市上廃プラスチック類不法堆積物の撤去を求める要望書
●児童相談所の環境改善等に係る緊急要望　　など 常に同じ想いの同志と熊谷知事に要望する河野としのり県議

河野としのり県議河野としのり県議 河野としのり県議河野としのり県議

美
浜
区
の
市
立
新
病
院（
幕
張
総
合
高
校
の
隣
）に
つ
い
て

高
齢
者
に
求
め
ら
れ
る
が
ん
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
の
診
断
治
療
、

若
い
方
に
と
っ
て
の
周
産
期
・
小
児
科
医
療
の
機
能
強
化
を

河
野
と
し
の
り
県
議

千
葉
市
の
新
病
院
が
、
私

達
の
美
浜
区
若
葉
三
丁
目
に

出
来
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま

で
す
が
、真
砂
、打
瀬
、磯
辺

な
ど
も
す
ぐ
近
く
で
有
り
難

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

特
に
高
齢
者
に
必
要
な
が
ん

診
療
、
循
環
器
、
脳
神
経
疾

患
の
診
断
治
療
、
又
、
若
い

方
に
と
っ
て
望
ま
れ
る
周
産

期
・
小
児
医
療
、
更
に
、
今

も
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
様
な

感
染
対
策
、
最
後
に
、
救
急

医
療
の
対
応
・
強
化
な
ど
の

充
実
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

神
谷
千
葉
市
長

海
浜
病
院
は
、周
産
期
、小

児
医
療
の
中
核
的
施
設
と
し

て
の
役
割
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
う
し
た
周
産
期
・

小
児
科
医
療
の
機
能
強
化
・

維
持
に
加
え
て
、
や
は
り
超

高
齢
社
会
に
求
め
ら
れ
る
医

療
を
市
民
病
院
で
提
供
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
、
が
ん
な
ど
の
疾
病

に
対
応
で
き
る
体
制
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
に
が
ん
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
海
浜
病
院
で

は
肺
が
ん
の
治
療
が
出
来
て

お
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
病
院

の
開
院
に
合
わ
せ
て
、
呼
吸

器
の
体
制
を
強
化
し
ま
し
て
、

が
ん
治
療
に
つ
い
て
手
術
や

化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
も

出
来
る
集
学
的
治
療
（
※
注

１
）
が
提
供
出
来
る
体
制
に

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
千
葉
大
医
学
部
病
院

か
ら
の
医
師
の
派
遣
な
ど
も

調
整
し
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

海
浜
病
院
で
も
呼
吸
器
内

科
の
常
勤
医
師
が
常
時
で
は

な
か
っ
た
り
し
た
の
で
す
が
、

非
常
に
要
望
の
多
い
治
療
科

で
す
の
で
、
そ
れ
は
有
り
難

い
で
す
。

神
谷
千
葉
市
長

も
う
一
つ
は
、
千
葉
市
内

で
救
急
を
な
か
な
か
受
け
て

も
ら
え
な
い
と
言
う
声
も
頂

い
て
い
ま
し
て
、
今
回
の
新

病
院
で
は
、
新
生
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
対
応
可
能
な
Ｅ
Ｒ

型
救
急
（
※
注
２
）
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。「
新
し
い
病

院
で
は
基
本
的
に
救
急
は
受

け
入
れ
て
、
そ
の
新
し
い
病

院
の
中
で
緊
急
の
対
応
が
必

要
な
方
は
そ
の
ま
ま
入
院
し

て
頂
く
」
と
い
う
体
制
を
整

備
し
て
地
域
の
救
急
医
療
の

根
幹
と
な
る
様
な
病
院
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。河

野
と
し
の
り
県
議

県
の
方
も
や
は
り
千
葉
市

美
浜
区
豊
砂
の
マ
リ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
の
近
く
に
総
合
救
急

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
を
建
設

致
し
ま
す
。
こ
れ
は
三
次
救

急
病
院（
※
注
３
）と
い
う
事

で
す
が
、
地
域
の
人
に
と
っ

て
は
こ
の
二
つ
の
新
病
院
が

美
浜
区
に
で
き
る
と
い
う
の

は
非
常
に
力
強
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

神
谷
千
葉
市
長

千
葉
市
の
新
病
院
は
二
次

救
急
病
院
で
す
の
で
、
自
ず

と
役
割
は
違
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
一
旦
二
次
救
急

病
院
と
し
て
受
け
た
上
で
、

極
力
新
病
院
の
中
で
対
応
し

て
い
き
、
よ
り
そ
の
状
態
が

重
篤
な
患
者
さ
ん
の
場
合
に

は
、
三
次
救
急
病
院
の
方
に

搬
送
す
る
な
ど
、
頼
り
が
い

の
あ
る
救
急
医

療
体
制
を
創
っ

て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

美浜区内にできる美浜区内にできる
 ２つの新病院について ２つの新病院について
〈仮称〉〈仮称〉真砂・検見川スマート真砂・検見川スマート
 インターチェンジについて インターチェンジについて
一人暮らしの高齢者の皆様が一人暮らしの高齢者の皆様が
 安心して暮らして頂く為に 安心して暮らして頂く為に

千葉県議会
議員

レポート河野としの
りこう　　の

千葉県議会議員 河野としのりの県議会報告 令和５年１月11日発行

河野としのり県議河野としのり県議

神谷千葉市長神谷千葉市長

美美

※注１） 「集学的治療」・・・がんの治療には、外科療法（手術）、化学療法（抗がん剤）、放射線療法、免疫療法等、様々な治療があり
ますが、いずれか一つをもってがんを十分に治療することは難しいとされています。そこで、これらの治療法を組み合わせて行うことで、
より高い治療効果を得る努力がなされています。このように、二つ以上の治療方法を組み合せて行う治療を「集学的治療」と呼んで
います。

※注２） 「ＥＲ型救急」・・・ＥＲはemergency roomの略で，救急室，あるいは救急外来を意味する言葉である。ＥＲ型救急医療は北

米型救急医療モデルで、①重症度，傷病の種類，年齢によらずすべての救急患者をＥＲで診療する，②救急医がすべての救急患者
を診療し、ＥＲの管理運営し、又ＥＲでの診療のみを行い，入院診療を担当しない。日本の場合上記の一部を満たすさまざまな診
療形態がＥＲ型救急医療と呼称されている。

※注３） 一次救急病院（初期救急）とは、入院や手術を伴わない医療で休日夜間急患センター等です。二次救急病院とは、入院や手術を
要する症例に対する医療です。三次救急病院とは、二次救急まででは対応できない重篤な疾患や多発外傷に対する医療です。

2022年11月30日
千葉市役所にて

かみかみ やや

談
対

こうこう のの

美浜区の市立新病院（千葉市ホームページより）美浜区の市立新病院（千葉市ホームページより）

千葉県総合救急災害医療センターの建物（千葉県ホームページより）千葉県総合救急災害医療センターの建物（千葉県ホームページより）

美浜区の市立新病院美浜区の市立新病院
（千葉市ホームページより）（千葉市ホームページより）
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詐
欺
犯
人
の
騙
し
の
声

河
野
と
し
の
り
県
議

県
警
は
、
電
話
ｄ
ｅ
詐
欺
の
犯

人
の
声
そ
の
も
の
の
録
音
を
県
警

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
千
葉
県
警
」
で

検
索
）
に
載
せ
て
い
た
だ
い
て
、ク

リ
ッ
ク
す
る
と
再
生
し
て
犯
人
の

騙
し
音
声
そ
の
も
の
が
聞
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図ｰ

５
参
照

「
実
際
に
あ
っ
た
「
電
話
ｄ
ｅ
詐

欺
」
の
犯
人
の
電
話
音
声
」）
あ
れ

は
凄
く
分
か
り
易
い
、
そ
れ
を
聞

く
だ
け
で「
騙
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

直
に
分
か
る
。
騙
そ
う
と
す
る
人

は
騙
す
た
め
に
何
処
を
責
め
て
来

る
の
か
、自
分
に
こ
の
声
が
掛
か
っ

て
い
る
な
ら
ど
う
す
る
の
か
、こ
う

い
う
声
、
こ
う
い
う
態
度
、
こ
う
い

う
丁
寧
さ
だ
と
、
人
は
騙
さ
れ
る

の
か
、又
こ
う
い
う
言
葉
を
ち
り
ば

め
て
行
く
と
人
は
信
用
し
て
行
く

の
か
」
な
ど
多
く
の
事
が
分
か
る
。

実
際
こ
の
音
声
か
ら
は
騙
す
人
は
、

す
ご
く
澄
ん
だ
声
で
、
明
る
く
て
、

絶
対
人
を
騙
す
よ
う
な
人
柄
に
聞

こ
え
な
い
。
む
し
ろ
「
本
当
に
切

羽
詰
ま
っ
た
自
分
を
、
何
と
か
損

を
し
な
い
様
に
必
死
で
助
け
て
下

さ
っ
て
い
る
。
又
、複
数
の
人
が
関

わ
っ
て
自
分
を
被
害
か
ら
救
お
う

と
し
て
下
さ
っ
て
い
る
」
と
思
い
込

む
。
普
通
に
善
良
な
生
活
を
し
て

い
る
人
に
は
、
そ
れ
が
誘
導
さ
れ

騙
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
気
付
か
な

い
。
こ
の
生
の
音
声
の
ア
ド
レ
ス
の

近
く
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
て
文
書
化
さ
れ

た
も
の
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て

い
ま
す
け
れ
ど
、こ
れ
ら
を
も
っ
と

も
っ
と
県
民
の
人
に
周
知
し
、
例

え
ば
、
ど
の
集
会
で
も
、
職
場
で

も
、
県
庁
で
も
昼
休
み
に
で
も
日

常
的
に
流
さ
れ
聞
い
て
い
れ
ば
、す

ご
く
詐
欺
対
策
と
し
て
効
果
的
だ

と
思
い
ま
す
。

県
警
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課

畑
雄
介
　
犯
罪
抑
止
推
進
室
長

犯
人
の
電
話
音
声
を
聞
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
犯
人
の
口
調
、
雰
囲
気
な

ど
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
詐

欺
の
手
口
を
知
っ
て
い
て
も
、実
際

に
電
話
を
受
け
て
し
ま
う
と
、
そ

の
話
術
に
騙
さ
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、実

際
の
犯
人
の
肉
声
を
聞
い
て
い
た

だ
き
、
詐
欺
電
話
の
手
口
等
を
認

識
す
る
こ
と
は
、
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
観
点
か
ら
も
効
果
的
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
警

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
音
声
を
聞
け
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
が
、
各
市
町
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
犯
人
の
電
話
音
声

ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
付
け
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

よ
く
接
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ス
ト
ッ

プ
詐
欺
被
害
」
の
番
組
で
は
、
よ

く
分
析
さ
れ
て
、
整
理
さ
れ
こ
う

い
う
言
葉
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
と
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
が
、
上

か
ら
教
え
込
も
う
と
あ
れ
こ
れ
言

わ
ず
、そ
の
中
で
生
の
詐
欺
の
声
を

た
だ
流
し
て
行
け
ば
良
い
と
思
い

ま
す
。
言
わ
れ
た
様
に
免
疫
効
果

の
様
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
で
無
害
化
し
た
ウ
イ
ル
ス
、
そ

の
抗
体
が
出
来
る
よ
う
に
「
詐
欺

の
声
」と
い
う
も
の
を
体
に
入
れ
れ

ば
、
詐
欺
を
識
別
で
き
、
そ
の
抗

体
反
応
を
活
性
化
さ
せ
る
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
気
が
致
し
ま
す
。

県
警
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課

畑
雄
介
　
犯
罪
抑
止
推
進
室
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
ん
の
ほ
か
、千
葉
テ
レ

ビ
さ
ん
に
も
情
報
提
供
し
て
お
り

ま
し
て
、
新
し
い
音
声
を
入
手
し

ま
し
た
ら
、
ま
た
情
報
を
提
供
し

て
流
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
働

き
か
け
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

騙
し
の
声
を
直
接
聴
く
と
い
う

事
は
、も
う
理
屈
じ
ゃ
な
く
て
一
目

瞭
然
で
す
か
ら
感
覚
的
に
も
入
っ

て
き
ま
す
。
上
か
ら
解
説
を
し
、纏

め
強
調
す
る
注
意
事
項
を
多
く
聞

く
よ
り
、
騙
し
の
音
声
に
接
す
れ

ば
、
自
分
な
ら
ど
う
す
る
、
ど
う

対
処
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
本
能

が
働
き
、
自
分
で
も
こ
う
せ
ね
ば

と
無
意
識
の
う
ち
に
考
え
て
行
く

と
思
い
ま
す
。

海
外
な
ど
詐
欺
拠
点
の
多
様
化
に
対

し
て
県
警
の
取
り
組
み
は
ど
う
か

河
野
と
し
の
り
県
議

今
年
３
月
、
タ
イ
の
リ
ゾ
ー
ト

地
の
高
級
住
宅
を
拠
点
と
し
、
日

本
に
特
殊
詐
欺
の
電
話
を
か
け
る

「
掛
け
子
」
の
日
本
人
の
男
15
人

が
、
現
地
当
局
に
拘
束
さ
れ
、
拠

点
か
ら
は
特
殊
詐
欺
の
手
順
を
示

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
50
台
の
Ｉ
Ｐ

電
話
が
押
収
さ
れ
た
。
更
に
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
拠
点
と
し
た
同

様
の
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
が
摘
発

さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
、
拠
点
と
い
え
ば
、
国

内
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
が
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、近

年
は
摘
発
を
逃
れ
る
た
め
、
海
外

に
拠
点
を
構
え
た
り
、
ホ
テ
ル
を

転
々
と
す
る
グ
ル
ー
プ
や
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
で
移
動
す
る
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
出
て
き
た
。
こ
う
し
た

詐
欺
拠
点
の
多
様
化
に
対
し
て
、

県
警
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

県
警
刑
事
部

柴
田
純
　
捜
査
第
二
課
長

か
つ
て
は
、
国
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
１
室
に
集
ま
っ
て
電
話
を
掛
け

る
と
い
う
所
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ

れ
に
対
し「
拠
点
の
急
襲
」と
我
々

は
言
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ

の
部
屋
に
突
然
入
っ
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
取
り
締
ま
り
を
主
に
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
拠
点
を

海
外
に
移
し
た
り
と
か
、あ
る
い
は

議
員
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
車
で
移

動
し
た
り
と
か
、そ
う
い
う
形
態
が

出
て
来
て
い
ま
す
。我
々
と
し
ま
し

て
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る

と
い
う
可
能
性
を
充
分
視
野
に
入

れ
ま
し
て
、
様
々
な
方
面
か
ら
情

報
収
集
を
し
、
そ
れ
と
不
動
産
の

方
々
と
か
関
係
業
者
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
多
角
的
に
捜
査
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

何
か
電
話
番
号
も
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
、海
外
か
ら
掛
け
て
い
る
の

に
、
03
―
○
○
○
・
・
と
変
換
で

き
、
ま
る
で
国
内
か
ら
の
様
に
ナ

ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ

れ
る
と
か
。

県
警
刑
事
部

柴
田
純
　
捜
査
第
二
課
長

で
す
か
ら
、
東
京
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
い
る
か
の
様
に
電
話
機

に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
る
。
そ
う

い
っ
た
可
能
性
を
十
分
視
野
に
入

れ
な
が
ら
捜
査
し
て
い
ま
す
。

関
西
の
方
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に 

 

引
っ
掛
か
り
難
い

河
野
と
し
の
り
県
議

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
も
千
葉
市
美

浜
区
は
電
話
ｄ
ｅ
詐
欺
の
高
い
被
害
件
数
、

被
害
総
額
も
あ
り
続
け
る
可
能
性
が
高
い

と
い
う
事
で
す
ね
。

以
前
、
県
警
の
方
と
全
国
の
詐
欺
被
害

の
傾
向
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
と
、
関
西
の

方
は
、電
話
ｄ
ｅ
詐
欺
に
つ
い
て
は
関
東
程

被
害
を
受
け
て
い
な
い
。
し
か
し
、投
資
詐

欺
と
い
う
か
、
金
融
商
品
詐
欺
（
右
図
参

照
）
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
「
こ
う
す
れ
ば

儲
か
り
ま
す
よ
」と
い
う
詐
欺
が
出
て
く
る

と
、
途
端
被
害
が
多
く
な
っ
た
、
と
聞
き
ま

し
た
。そ
う
い
う
よ
う
な
地
域
ご
と
に
異
な

る
人
の
意
識
や
普
段
の
興
味
と
い
う
も
の

も
、
詐
欺
被
害
に
作
用
す
る
の
で
す
ね
。

県
警
刑
事
部

柴
田
純
　
捜
査
第
二
課
長

大
き
く
、
全
国
的
に
捉
え
れ
ば
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
は
息
子
や
孫
な
ど
を
名
乗
っ
て『
ト
ラ

ブ
ル
に
あ
っ
た
か
ら
、
解
消
す
る
た
め
に
お

金
が
必
要
だ
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

そ
の
お
金
を
出
し
て
く
れ
』
と
言
っ
て
騙
す

手
口
で
す
が
、そ
れ
に
は
関
西
の
方
は
中
々

引
っ
掛
か
ら
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
他
方

で
「
役
所
か
ら
『
病
院
に
か
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
お
金
が
返
っ
て
く
る
』
な
ど
と
い

う
、還
付
金
詐
欺
（
右
図
参
照
）
に
つ
い
て

は
関
西
の
人
も
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
首
都
圏
に
お
い
て

は
、残
念
な
が
ら
そ
の
両
方
で
だ
ま
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
が
続
い
て
い
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

千
葉
県
は
「
人
が
良
い
」と
言
う
の
で
は

な
く
、
公
に
対
し
て
は
、
き
ち
っ
と
丁
寧
に

対
応
し
、
信
頼
し
襟
を
正
し
て
対
応
す
る

と
い
う
か
、も
と
も
と
江
戸
時
代
か
ら
千
葉

県
は
幕
府
直
轄
の
天
領
も
多
く
、そ
う
い
う

公
の
者
に
は
疑
わ
ず
弱
い
と
い
う
か
、
少
な

く
と
も
関
西
の
人
ほ
ど「
騙
し
騙
さ
れ
る
の

が
当
た
り
前
」と
い
う
認
識
の
風
土
で
は
な

い
の
で
す
ね
。「
利
」
を
利
用
し
て
や
る
詐

欺
に
も
よ
く
引
っ
か
か
る
こ
と
が
多
い
ん
で

し
ょ
う
か
。

県
警
刑
事
部

柴
田
純
　
捜
査
第
二
課
長

そ
の
よ
う
な
分
析
比
較
は
し
て
い
な
い

で
す
が
、千
葉
市
も
一
般
的
に
警
察
で
す
と

か
市
役
所
を
名
乗
っ
た
詐
欺
の
被
害
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
は
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
様
に
、市
民

の
皆
さ
ん
が
私
た
ち
警
察
を
含
め
た
公
的

な
も
の
に
一
定
の
信
頼
を
置
い
て
下
さ
っ
て

い
て
、
そ
の
名
前
を
語
る
と
信
じ
て
し
ま
い

易
い
と
い
う
所
は
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い

な
と
思
い
ま
す
。

電
話
ｄ
ｅ
詐
欺
被
害
者
の
98
％
が
高
齢
者

河
野
と
し
の
り
県
議

被
害
者
の
年
齢
層
な
ん
で
す
け
れ
ど
、

電
話
ｄ
ｅ
詐
欺
は
県
警
Ｈ
Ｐ
の「
被
害
者
の

年
齢
構
成
」（
図ｰ

４
参
照
）
か
ら
分
か
る

様
に
、
60
歳
以
上
が
98
％
で
、
こ
の
電
話

ｄ
ｅ
詐
欺
と
い
う
も
の
は
、高
齢
者
に
特
化

し
た
「
高
齢
者
の
詐
欺
」
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
す
ね
、特
に
高
齢
者
の
方
を

意
識
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い

ま
す
か
。

県
警
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課

畑
雄
介
　
犯
罪
抑
止
推
進
室
長

従
来
か
ら
高
齢
者
の
お
宅
に
戸
別
訪
問

し
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現

在
は
、「
子
ど
も
や
孫
の
世
代
か
ら
も
、
お

年
寄
り
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
し
て
も
ら

う
」、
つ
ま
り
「
家
族
の
絆
で
被
害
を
防
止

し
て
行
き
ま
し
ょ
う
」と
い
う
事
を
重
点
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、犯
行
の
入
り
口

は
固
定
電
話
機
の
場
合
が
多
い
の
で
、
留

守
番
電
話
設
定
や
迷
惑
電
話
対
策

機
能
の
つ
い
た
電
話
機
の
普
及
な

ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

よ
く
西
警
察
署
の
人
が
、
認
知

症
カ
フ
ェ
と
か
高
齢
者
の
方
の
集
ま
り
に

来
て
下
さ
っ
て
、「
兎
に
角
申
し
た
い
事
は

た
だ
一
言
、
留
守
番
電
話
を
付
け
て
下
さ

い
！
」
と
話
さ
れ
る
の
を
お
聞
き
し
、成
程

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
高
齢
者
の

集
ま
り
を
事
前
に
調
べ
た
り
聞
い
た
り
、集

ま
り
や
行
事
を
把
握
さ
れ
て
来
ら
れ
る
ん

で
す
か
。

県
警
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課

畑
雄
介
　
犯
罪
抑
止
推
進
室
長

警
察
署
で
は
、
自
治
会
や
高
齢
者
の
集

ま
り
の
会
な
ど
、
お
互
い
に
連
絡
を
取
り

合
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
会

合
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
コ
ロ
ナ

禍
で
中
々
機
会
が
減
っ
て
は
い
ま
す
が
、
そ

う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
署
か
ら

伺
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
自
治
会
や
高

齢
者
の
方
々
の
会
合
が
あ
る
場
合
は
、「
こ

う
い
う
会
合
が
あ
る
ん
で
す
。」
と
警
察
署

に
遠
慮
な
く
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
、一
緒
に

連
携
し
な
が
ら
電
話
ｄ
ｅ
詐
欺
を
防
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実際にあった
「電話ｄｅ詐欺」の
犯人の電話音声

千葉県警察
HPより→

80歳以上
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60歳代

50歳代

40歳以下
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被
害
者
年
齢

被害人数

60歳以上が

98%

「ＡＩを使って詐欺を見抜く」の推進を
河野としのり県議
ＡＩをつかって特殊詐欺防止をする自治体が増
え始めている。高齢者宅に掛った電話の音声を
ＡＩが自動的に分析し、詐欺が疑われるとＡＩが
判断した場合、警察や区や市の役所、それに
指定したその高齢者の家族にメールや電話で通
報する仕組みである。自治体の方で電話機専用
のアダプターを初期設置費用として援助し取り付
け、月利用料は利用者負担として聞いています。
電話ｄｅ詐欺の詐欺行為の判明はＡＩが得意と
するものと思われます。例えば、県警の電話ｄｅ
詐欺の犯人からの電話音声と、その文章化した
ものを何度も聞いたり読むだけで、複数の人を
入れ替え、役所や、税務署、弁護士、警察署
の名と自分の名前をはっきり言ったり、人を信
用させるときの市役所とか、警察署の特定の公
的機関名を言い、困った状況を言う話とその声
色、タイミング、カードとか具体的な金額を最終
的にいう流れ、そのタイミングとか言い回しには、
きわめて共通点や類似性が何度か犯人の声の
データをＡＩが収集すると明快に分かり、更に出
来て行くツールである。
千葉県もＡＩを使った特殊詐欺防止に積極的に
取り組むべきと思うがどうか。
県警生活安全部生活安全総務課
畑雄介　犯罪抑止推進室長
このＡＩ機能に関しては、被害防止に非常に有
効な手法、手段であると認識しております。県
警でも先程申し上げた固定電話機対策の中でこ
のＡＩ機能についての利用促進も広報していると
ころです。
先般、八千代市のイオンモールで電話ｄｅ詐欺
の被害防止のキャンペーンを行いましたが、その
時にＮＴＴの担当者をお招きして、その場でＡＩ
機能の実演をして頂き、集まって頂いた聴衆の
方 に々「こんな機能もあるので利用して下さいね」
と言うような広報を行いました。今後もこのよう
な広報活動を実施していきたいと思います。
河野としのり県議
それは、ＡＩを実際設置していて、騙し役の方
が電話しているとＡＩがその会話の一部を聞いて、
「これは詐欺です」と言う感じで、判断したら
警察とか家族に連絡が行くような所を見せた訳
ですね。
県警生活安全部生活安全総務課
畑雄介　犯罪抑止推進室長
キャンペーンでは、電話ｄｅ詐欺のキーワードの
ような言葉が出た場合には、あらかじめ登録して
いる家族とかに通知されるという実演もやってい
ただきました。

一部の市町村では迷惑電話機器の助成もやって
おりますので、ＡＩ機能付きの機器に関しても活
用出来るように広く働きかけをして行きたいと思
います。
河野としのり県議
また佐賀市の銀行ではＡＴＭ付近に設置したカ
メラとＡＩから、「医療費や税金が戻る手続きを」
と偽り電話でＡＴＭの操作を指示しながら現金
を振り込ませる還付金詐欺を見抜く取り組みもし
ていると聞く。ＡＴＭを操作する姿勢や腕の動き
で電話を利用しているとＡＩが判断し注意を音声
で流し毎月10件ほど特殊詐欺の防止をしている
と聞く。カメラから、例えば高齢者の表情や一
連の動作、脈拍の変化などが分かれば、警察
や家族に電話したり連絡する仕組みも研究され
ている。
声や表情によって特殊詐欺を判別し防止する事
は学習機能をフルに使い蓄積し精度を上げるＡ
Ｉにとっては得意分野である、県警もＡＩを使っ
たＡＴＭ振り込みの特殊詐欺防止に取り組むべ
きと思うがどうか。
県警生活安全部生活安全総務課
畑雄介　犯罪抑止推進室長
佐賀銀行がＡＴＭでＡＩ機能を導入していること
は承知しており、これも被害を防止するためには
有効なものだと考えています。県警では他県の
金融機関の好事例として、県内の金融機関の方
にも紹介して導入についての働きかけを行ってい
きたいと思います。
河野としのり県議
ＡＴＭの前で慌てて不自然に電話をかけている
状態をＡＩが認識して、何処かに通知するとか
メッセージを流すという事は効果はあると思いま
す。詐欺からの電話を受けてＡＴＭを操作する
動作をＡＩが回を重ねて学習すればかなり精度
の良い判定を行うと思います。

電話ｄｅ詐欺（特殊詐欺）の10類型
オレオレ詐欺

親族等を名乗り、「会社の書類が入ったかばんをな
くした。お金が必要。」などと言って、金銭等をだ
まし取る（脅し取る）手口です。

預貯金
詐欺

警察官や銀行協会職員等を名乗り、「あなたの口座
が悪用されている。キャッシュカードを交換する必
要がある。」等と言ったり、役所の職員等を名乗り、
「医療費の還付金がある。こちらで手続するので
カードを預かる。」等と言って、暗証番号を聞き出
した上でキャッシュカードや通帳をだまし取る（脅
し取る）手口です。

架空料金請求
詐欺

有料サイトや消費料金等について、「未払いの料金
がある。今日中に払わなければ裁判になる。」等と
メールやハガキ（封書）で知らせ、金銭等をだまし
取る（脅し取る）手口です。

還付金詐欺
市役所職員等を名乗り、「還付金があるので手続し
てほしい。」等と言って、被害者にＡＴＭを操作させ、
被害者の口座から犯人の口座に送金させる手口で
す。

融資保証金
詐欺

実際には融資しないのに、簡単に融資が受けられる
と信じ込ませ、融資を申し込んできた人に対し、「融
資するには保証金が必要。」等と言って、金銭等を
だまし取る（脅し取る）手口です。

金融商品
詐欺

価値が全くない未公開株や高価な物品等について
嘘の情報を教えて、購入すればもうかると信じ込ま
せ、その購入代金として金銭等をだまし取る（脅し
取る）手口です。

ギャンブル
詐欺

「パチンコ打ち子募集」等と雑誌に掲載したり、メー
ルを送りつけ、会員登録等を申し込んできた人に、
登録料や情報料として金銭等をだまし取る（脅し取
る）手口です。

交際あっせん
詐欺

「女性紹介」等と雑誌に掲載したり、メールを送り
つけ、女性の紹介を申し込んできた人に、会員登録
料金や保証金として金銭等をだまし（脅し取る）手
口です。

キャッシュカード
詐欺盗

警察官や銀行協会、大手百貨店等の職員を名乗
り、「キャッシュカードが不正に利用されている。」
等と言って、キャッシュカード等を準備させた上で、
隙を見てキャッシュカード等をすり替えて盗み取る
手口です。

河野としのり代表質問動画はこちらから検索してご覧ください。　 右の二次元コードを読み込んで観ることも出来ます。右の二次元コードを読み込んで観ることも出来ます。ご意見・ご要望をお寄せください。 千葉県議会 インターネット中継 河野としのりhttp://www.t-kohno.com　FAX.043-211-0065

千葉県警　電話 de 詐欺対策の最前線の方々と話す 河野としのり県議
図 -5

図 -4

千
葉
市
美
浜
区
は
電
話
ｄ
ｅ
詐
欺 

 

被
害
が
い
つ
も
多
い
の
は
何
故
か
？

河
野
と
し
の
り
県
議

千
葉
市
美
浜
区
で
す
け
れ
ど
、

い
つ
も
件
数
が
多
い
状
態
が
ず
っ

と
続
い
て
い
ま
す
。
県
警
Ｈ
Ｐ
に

あ
る
「
警
察
署
別
・
市
町
村
別
認

知
状
況
」（
図ｰ

２
参
照
）
に
お
い

て
は
、
令
和
４
年
７
月
末
現
在
で
、

早
く
も
40
件
以
上
の
認
知
状
況
が

最
高
の
真
っ
赤
で
塗
ら
れ
て
い
ま

す
。（
図ｰ

３
参
照
）
例
年
通
り
で

す
が
、
何
故
美
浜
区
が
い
つ
も
多

い
の
か
、分
か
り
ま
す
か
。
県
警
か

ら
見
て
、
傾
向
等
で
、
何
か
言
え

る
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
か
。

県
警
刑
事
部

柴
田
純
　
捜
査
第
二
課
長

確
か
に
今
年
も
多
い
の
で
す
が
、

中
々
こ
れ
と
い
っ
た
要
因
を
あ
げ

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

「
何
故
美
浜
区
に
電
話
ｄ
ｅ
詐
欺

が
多
い
の
か
」
と
い
う
原
因
も
、特

定
は
出
来
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

一
つ
に
は
、「
交
通
の
便
が
良
い
」

と
い
う
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。犯
人

側
か
ら
す
れ
ば
、「
現
金
を
取
り
に

行
く
時
、
利
用
し
や
す
い
交
通
機

関
が
色
々
あ
る
」と
い
う
の
も
要
因

の
１
つ
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。ま

た
、人
口
の
多
い
少
な
い
と
い

う
人
口
密
度
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
に
申
し
上
げ
て「
人
口
が

多
い
と
こ
ろ
で
交
通
の
便
の
良
い

と
こ
ろ
」
と
、そ
う
い
う
地
域
に
被

害
が
多
い
と
い
う
事
と
認
識
は
し

て
い
ま
す
。

掲載している表、グラフ、マップ等は千葉県警察HP（https://www.police.pref.chiba.jp）より

河
野
と
し
の
り
県
議

千
葉
県
の
電
話
ｄ
ｅ
詐
欺
の
認

知
件
数
、
あ
る
い
は
被
害
総
額
は

ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

県
警
刑
事
部

柴
田
純
　
捜
査
第
二
課
長

令
和
４
年
６
月
末
で
、
被
害
額

は
約
12
億
１
、１
６
０
万
円
、
前

年
が
一
年
間
で
約
26
億
６
７
０
万

円
、
令
和
２
年
が
一
年
間
で
約

24
億
１
、４
２
０
万
円
、単
純
に
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
去
年
よ
り
は
若

干
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
本
年
の
認
知
件
数
は

半
年
で
６
１
２
件
。去
年
は
一
年
間

で
１
、１
３
０
件
、
そ
の
前
の
年
は

一
年
間
で
１
、２
１
７
件
。
今
年
の

６
月
末
の
数
字
を
単
純
に
倍
に
し

ま
す
と
今
年
一
年
間
の
認
知
件
数

は
、
約
１
、２
０
０
件
と
な
り
ま
す

の
で
、去
年
と
比
べ
ま
す
と
件
数
は

多
少
多
い
、
被
害
額
は
若
干
少
な

い
状
態
な
の
か
と
捉
え
て
い
ま
す
。

（
図ｰ

１
参
照
）

千葉県議会
議員

レポート河野としの
りこう　　の

千葉県議会議員 河野としのりの県議会報告 令和４年10月13日発行

こうこう のの

河野としのり県議河野としのり県議

電話de詐欺から
美浜区を守る為

千葉県警、最前線の方々とざっくばらんに話す千葉県警、最前線の方々とざっくばらんに話す

図 -3

図 -1

図 -2

千葉市において医療サービスの充実を求める河野としのり県議
令和５年１月発行　県議会レポートより

電話 de詐欺対策を訴える河野としのり県議
令和４年10月発行　県議会レポートより

認
知
症
等
を
抱
え
る�

家
族
の
交
流
会
に
も
っ
と
支
援
を
！

河
野
と
し
の
り
県
議

認
知
症
を
抱
え
る
ご
家
族
の
交

流
会
へ
の
支
援
の
拡
大
を
求
め
質

問
し
ま
す
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

の
中
で
、
認
知
症
の
方
々
そ
の
介

護
の
方
々
が
よ
り
大
き
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
、
認
知
症
の
家
族
を
支

援
す
る
交
流
会
な
ど
が
よ
り
切
実

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
認
知

症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
交
流
事

業
」
と
し
て
80
万
円
が
来
年
度
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の

予
算
で
、
県
は
ど
の
よ
う
な
事
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

加
瀬
健
康
福
祉
部
長

認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族

交
流
事
業
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
家
族
交
流
会
を
実
施
し
て
お
り
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
が
、
日

頃
の
不
安
や
悩
み
を
語
り
情
報
交

換
す
る
と
と
も
に
、
医
師
等
の
専

門
職
に
よ
る
講
演
や
個
別
相
談
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
取

組
は
、
認
知
症
の
重
症
化
予
防
や

家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
り
、
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
市

町
村
の
意
向
な
ど
も
踏
ま
え
、
県

内
９
か
所
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
等
の
交
流
の
場
へ
の

支
援
規
模
を
拡
大
す
べ
き

河
野
と
し
の
り
県
議

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」と
か
沢
山
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、大
変
な
資
料

作
り
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
し
、
民
間
、
行
政
の
様
々

な
所
か
ら
資
金
を
集
め
、
認
知
症

の
方
々
や
支
え
る
家
族
の
方
々
と

の
交
流
会
を
行
っ
て
お
り
、こ
の
交

流
会
の
必
要
性
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。県

は
、も
っ
と
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の

交
流
の
場
へ
の
支
援
の
規
模
を
拡

大
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

加
瀬
健
康
福
祉
部
長

県
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
、
地
域
の
方
な
ど
が
交
流
す

る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
活
動
事
例
を

市
町
村
に
紹
介
し
、
そ
の
活
動
の

充
実
を
促
す
と
と
も
に
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
開
催
情
報
を
掲
載
し
、

周
知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
町

村
が
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業

の
枠
組
み
を
活
用
し
な
が
ら
、
認

知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
交
流
の
場
の

設
置
や
そ
の
開
催
回
数
の
増
加
に

向
け
た
取
組
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
よ
う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
を

河
野
と
し
の
り
県
議

自
主
防
災
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
の
充
実

の
た
め
に
計
上
し
て
い
る「
千
葉
県

地
域
防
災
力
向
上
総
合
支
援
補
助

金
」（
２
億
５
千
万
円
）
に
つ
い
て

で
す
が
、
自
主
防
災
活
動
に
、
被

災
者
の
避
難
誘
導
、
救
出
・
救
護
、

応
急
手
当
等
の
役
割
を
担
う
自
主

防
災
組
織
に
対
し
て
、
県
は
地
域

防
災
力
向
上
総
合
支
援
補
助
金
に

よ
り
、ど
の
様
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

森
田
健
作
知
事

激
甚
化
、
多
様
化
す
る
自
然
災

害
か
ら
県
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
を
推

進
す
る
こ
と
が
、
大
変
重
要
で
あ

り
、
そ
の
要
と
な
る
自
主
防
災
組

織
を
育
成
、
活
性
化
す
る
市
町
村

の
取
組
を
、
県
も
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
県
で
は
、
地
域
防
災
力

向
上
総
合
支
援
補
助
金
に
よ
り
、

●
自
主
防
災
組
織
の
中
心
と
な
る

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

●
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
必
要

な
資
機
材
整
備

な
ど
に
対
す
る
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
引

き
続
き
、
県
内
市
町
村
と
連
携
し

て
、
組
織
の
育
成
・
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

自
治
会
に
入
ら
ず
、
県
住
宅
供

給
公
社
な
ど
の
賃
貸
の
集
合
住
宅

な
ど
、
自
主
防
災
組
織
の
無
い
地

域
が
あ
る
が
、
災
害
時
に
避
難
誘

導
の
指
示
、方
法
及
び
避
難
路
、避

難
場
所
、
避
難
所
の
管
理
・
運
営

等
（
そ
こ
に
は
食
糧
や
飲
料
水
の

確
保
、
配
給
、
炊
き
出
し
等
あ
る

と
思
い
ま
す
が
）、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
、
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

石
渡
防
災
危
機
管
理
部
長

災
害
時
、
避
難
誘
導
や
避
難
所

の
運
営
管
理
の
中
心
と
な
る
の
は

自
主
防
災
組
織
で
あ
り
、
多
く
の

地
域
住
民
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
核
と
な
る

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
研

修
を
実
施
す
る
な
ど
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
を
促
し
て
ま
い
り
ま

す
。河

野
と
し
の
り
県
議

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
、

条
例
に
よ
り
本
人
の
同
意
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
常
時
か
ら
支

援
関
係
者
に
提
供
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
自
主
防
災
組
織
、
民

生
委
員
な
ど
に
名
簿
を
提
供
し
て

い
る
市
町
村
は
ど
の
位
あ
る
か
。

石
渡
防
災
危
機
管
理
部
長

令
和
元
年
６
月
１
日
現
在
、
本

人
の
同
意
に
関
わ
ら
ず
提
供
で
き

る
旨
、
条
例
で
定
め
て
い
る
市
町

村
は
、
県
内
に
５
市
町
あ
り
、
う

ち
４
市
町
で
は
、
既
に
名
簿
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 昭和 48 年 早稲田大学理工学部卒
 50 年 早稲田大学大学院修士課程修了
 同 年 東洋エンジニアリング株式会社入社
 平成 ７ 年 千葉県議会議員初当選
 16 年 千葉県監査委員

 17 年 防災対策委員
 20 年 民主党県連幹事長
 令和元 年 千葉県議会議員７期当選
 現　 　在 立憲民主党千葉県連合会代表代行

河野としのり
プロフィール

●河野としのり事務所● 
　〒261ｰ0013 千葉市美浜区打瀬1-2-2 幕張タワー305
 TEL.043-211-0024認知症高齢者とその家族を支えることを訴える

河野としのり県議
令和３年３発行　県議会レポートより

美浜区の市立新病院美浜区の市立新病院
（千葉市ホームページより）（千葉市ホームページより）

千葉県総合救急災害医療センターの建物千葉県総合救急災害医療センターの建物
（千葉県ホームページより）（千葉県ホームページより）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

　
　
　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

河
野
と
し
の
り
県
議

今
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

は
ど
の
自
治
体
も
一
生
懸
命
に

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
初
期
の

頃
、「
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
や
っ
て
く

れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
問
い
合

わ
せ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
千
葉
市

は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
続
く
時
代
を

考
え
て
、
個
別
接
種
を
重
点
に
し

て
や
っ
て
行
く
」と
お
聞
き
致
し
ま

し
た
。

神
谷
千
葉
市
長

個
別
接
種
と
集
団
接
種
を
進
め

て
い
ま
す
。
千
葉
市
は
接
種
の
対

象
と
な
る
方
が
90
万
人
お
ら
れ
ま

す
。
短
期
間
で
接
種
回
数
を
重
ね

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

個
別
接
種
の
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
今（
７

月
９
日
現
在
）
千
葉
市
内
３
５
０

カ
所
以
上
の
医
療
機
関
の
皆
さ
ん

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
病
院
に
行
く
こ
と
が
難
し
い

人
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
そ
う
い
う

方
に
対
し
て
は
集
団
接
種
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
集
団
接
種
は
短
期

間
で
沢
山
の
数
が
こ
な
せ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

接
種
可
能
数
は
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

個
別
接
種
を
中
心
に
集
団
接
種
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
短
期
間

で
沢
山
の
方
に
接
種
を
し
て
い
た

だ
け
る
体
制
を
作
っ
て
い
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

個
別
接
種
だ
と
、か
か
り
つ
け
の

お
医
者
さ
ん
に
ま
ず
診
て
も
ら
い
、

よ
く
自
分
の
健
康
状
態
や
容
体
を

知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、安
心
で

す
。神

谷
千
葉
市
長

か
か
り
つ
け
の
先
生
に
よ
る
個

別
接
種
で
あ
れ
ば
、
日
ご
ろ
か
ら

診
て
頂
い
て
い
て
、
そ
の
方
の
健

康
状
態
や
持
病
の
状
態
な
ど
を
把

握
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
何
か
あ
っ

た
時
に
は
迅
速
に
対
応
出
来
ま
す
。

接
種
か
ら
帰
っ
た
後
に
調
子
が
悪

か
っ
た
場
合
で
も
す
ぐ
相
談
出
来

ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

千
葉
市
と
千
葉
市
医
師
会
と
が

良
好
な
関
係
に
無
い
と
ス
ム
ー
ズ

に
行
か
な
い
で
す
ね
。

神
谷
千
葉
市
長

以
前
か
ら
、
市
の
医
師
会
と
は

非
常
に
緊
密
な
連
携
関
係
を
持
っ

て
お
り
ま
し
て
、
今
回
も
短
期
間

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了
出
来
る

よ
う
医
師
会
の
方
に
多
大
な
ご
尽

力
を
頂
い
て
お
り
、
大
変
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
千
葉
市
に
つ
い
て

河
野
と
し
の
り
県
議

毎
日
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
東
京

都
の
感
染
者
が
何
人
で
あ
る
か
、

増
え
て
い
る
の
か
減
っ
て
い
る
の

か
、
毎
日
の
よ
う
に
一
喜
一
憂
し
て

い
る
千
葉
都
民
も
多
く
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
高
度
経
済
成
長
期

以
降
、
東
京
一
極
集
中
が
進
み
、
そ

の
結
果
の
千
葉
県
が
ず
っ
と
続
い

て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。

神
谷
千
葉
市
長

千
葉
市
の
人
口
構
造
を
見
ま
す

と
、川
崎
市
な
ど
と
違
っ
て
、東
京

に
通
わ
れ
て
い
る
方
は
市
内
に
住

ま
れ
る
方
の
２
割
程
度
で
す
。
千

葉
市
内
に
お
勤
め
の
方
は
6
割
お

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
周
り
の
街
か

ら
千
葉
市
に
通
勤
通
学
さ
れ
て
い

る
方
は
15
万
人
程
度
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
の
動
き
に
関
し
て
申
し

上
げ
る
と
、昨
年
の
秋
頃
か
ら
、東

京
か
ら
千
葉
市
に
引
っ
越
し
て
来

ら
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
、
明
ら

か
に
人
の
動
き
は
東
京
か
ら
千
葉

市
な
ど
の
近
郊
の
都
市
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
動
き
も
捉
え
て
、
千

葉
市
を
選
ん
で
頂
く
為
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。千
葉
市
が
拠
点

都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
為
に
、

働
く
場
所
を
創
り
、
企
業
立
地
等

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
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な
ど
に
つ
い
て

な
ど
に
つ
い
て
新
市
長

新
市
長
の
意
見
を
聞
く

の
意
見
を
聞
く
!!!!

河河こ
う
こ
う

野野のの

と
し
の
り

と
し
の
り
県
議
県
議
ワ
ク
チ
ン
接
種

ワ
ク
チ
ン
接
種

災
害
に
強
い
街
づ
く
り

災
害
に
強
い
街
づ
く
り

コ
ロ
ナ
後
の
千
葉
市

コ
ロ
ナ
後
の
千
葉
市

ど
の
よ
う
な
千
葉
市
に

ど
の
よ
う
な
千
葉
市
に

子
ど
も
の
通
学
路

子
ど
も
の
通
学
路

高
潮
対
策

高
潮
対
策

新
海
浜
病
院

新
海
浜
病
院

河野としのり県議、
神谷千葉市長と語る!

対

談

大
地
震
、
異
常
気
象
の
災
害
か
ら

�

美
浜
区
民
を
守
る

県
政
へ
の
要
望
の
中
で「
災
害
か
ら
県
民
を
守

る
」
は
一
番
高
く
、そ
の
中
で
も
「
災
害
時
の
支

援
、
救
援
活
動
」
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
気
候
変
動
、
異
常
気
象
に
よ
り
、
千
葉

県
も
２
０
１
９
年
の
台
風
15
号
・
19
号
な
ど
、今

ま
で
に
な
い
暴
風
被
害
を
受
け
、
今
後
も
予
測

さ
れ
る
の
は
、
従
来
の
常
識
を
超
え
た
高
潮
被

害
で
す
。
今
多
く
の
日
本
の
地
域
で
、ス
ー
パ
ー

台
風
が
絶
え
ず
北
上
し
、
猛
烈
な
風
速
に
よ
る
吹
き
寄
せ
、
中
心
気
圧
の
低
下
に
よ
る
吸
い
上
げ
に
よ
り
、
過
去

に
な
い
高
潮
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
潮
対
策
は
埋
め
立
て
の
美
浜
区
に
と
っ
て
切
実
で
す
。県
も
高
潮
浸
水
想
定
区
域
図
を
発
表
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、
最
大
ク
ラ
ス
の
台
風
を
想
定
し
た
と
は
い
え
、
美
浜
区
の
内
陸
で
も
浸
水
深
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
所
も
あ

り
ま
す
。
海
岸
整
備
と
共
に
、
県
と
市
が
協
力
し
て
詳
細
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
避
難
対
策
を
進
め
て
行

き
ま
す
。
昨
年
、
令
和
４
年
８
月
、
県
は
東
京
湾
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計
画
に
関
す
る
内
湾
検
討
会
を
設
置
し
、

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
東
京
湾
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計
画
の
見
直
し
を
決
定
し
堤
防
の
高
さ
、避
難
の
方
法
な
ど

再
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

昼
間
直
下
型
地
震
が
起
き
た
時
の
帰
宅
困
難
者
の
救
済

千
葉
市
は
、
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
今
後
３０
年
以
内
に
全
国
で
も
高
い
発
生
確
率
の
土
地
柄
で
す
。

特
に
美
浜
区
の
通
勤
、
通
学
者
は
、
東
京
都
に
２
万
１
千
人
、
都
内
以
外
に
１
千
５
百
人
に
上
り
、
昼
間
、
直

下
型
地
震
が
起
き
て
美
浜
区
に
帰
宅
す
る
場
合
は
、５
本
か
ら
７
本
の
橋
を
渡
っ
て
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。大
地
震

の
時
、
橋
は
真
っ
先
に
通
行
止
め
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
よ
っ
て
都
内
に
留
ま
る
帰
宅
困
難
者
の
救
出
が
美
浜

区
民
に
と
っ
て
切
実
で
す
。
船
舶
、水
上
バ
ス
の
運
行
で
帰
宅
難
民
と
な
っ
た
千
葉
県
民
を
都
内
か
ら
大
量
に
救
出

す
る
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
千
葉
県
の
帰
宅
困
難
者
は
、東
京
都
内
７４
万
人
千
葉
県
内
７３
万
人
の
合
計
１
４
７
万

人
で
、
災
害
時
帰
宅
困
難
者
の
救
済
は
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
時
要
支
援
者
の
救
出
を

美
浜
区
は
、
災
害
時
、
避
難
行
動
要
支
援
者
は
高
齢
者
の
要
介
護
認
定
の

方
や
体
の
不
自
由
な
方
、難
病
を
持
つ
方
な
ど
４
千
人
を
超
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

防
災
部
局
は
、
災
害
要
援
護
者
の
実
態
を
、
予
め
福
祉
部
局
等
と
協
力
し

て
災
害
時
要
援
護
者
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
避
難
支
援
個
人
計
画
書
を
促
し
、

迅
速
な
初
動
体
制
、
確
実
に
進
め
ま
す
。

美
浜
区
の
市
立
新
病
院（
幕
張
総
合
高
校
の
隣
）に
つ
い
て

高
齢
者
に
求
め
ら
れ
る
が
ん
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
の
診
断
治
療
、

若
い
方
に
と
っ
て
の
周
産
期
・
小
児
科
医
療
の
機
能
強
化
を

河
野
と
し
の
り
県
議

千
葉
市
の
新
病
院
が
、
私

達
の
美
浜
区
若
葉
三
丁
目
に

出
来
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま

で
す
が
、真
砂
、打
瀬
、磯
辺

な
ど
も
す
ぐ
近
く
で
有
り
難

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

特
に
高
齢
者
に
必
要
な
が
ん

診
療
、
循
環
器
、
脳
神
経
疾

患
の
診
断
治
療
、
又
、
若
い

方
に
と
っ
て
望
ま
れ
る
周
産

期
・
小
児
医
療
、
更
に
、
今

も
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
様
な

感
染
対
策
、
最
後
に
、
救
急

医
療
の
対
応
・
強
化
な
ど
の

充
実
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

神
谷
千
葉
市
長

海
浜
病
院
は
、周
産
期
、小

児
医
療
の
中
核
的
施
設
と
し

て
の
役
割
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
う
し
た
周
産
期
・

小
児
科
医
療
の
機
能
強
化
・

維
持
に
加
え
て
、
や
は
り
超

高
齢
社
会
に
求
め
ら
れ
る
医

療
を
市
民
病
院
で
提
供
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
、
が
ん
な
ど
の
疾
病

に
対
応
で
き
る
体
制
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
に
が
ん
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
海
浜
病
院
で

は
肺
が
ん
の
治
療
が
出
来
て

お
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
病
院

の
開
院
に
合
わ
せ
て
、
呼
吸

器
の
体
制
を
強
化
し
ま
し
て
、

が
ん
治
療
に
つ
い
て
手
術
や

化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
も

出
来
る
集
学
的
治
療
（
※
注

１
）
が
提
供
出
来
る
体
制
に

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
千
葉
大
医
学
部
病
院

か
ら
の
医
師
の
派
遣
な
ど
も

調
整
し
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

海
浜
病
院
で
も
呼
吸
器
内

科
の
常
勤
医
師
が
常
時
で
は

な
か
っ
た
り
し
た
の
で
す
が
、

非
常
に
要
望
の
多
い
治
療
科

で
す
の
で
、
そ
れ
は
有
り
難

い
で
す
。

神
谷
千
葉
市
長

も
う
一
つ
は
、
千
葉
市
内

で
救
急
を
な
か
な
か
受
け
て

も
ら
え
な
い
と
言
う
声
も
頂

い
て
い
ま
し
て
、
今
回
の
新

病
院
で
は
、
新
生
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
対
応
可
能
な
Ｅ
Ｒ

型
救
急
（
※
注
２
）
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。「
新
し
い
病

院
で
は
基
本
的
に
救
急
は
受

け
入
れ
て
、
そ
の
新
し
い
病

院
の
中
で
緊
急
の
対
応
が
必

要
な
方
は
そ
の
ま
ま
入
院
し

て
頂
く
」
と
い
う
体
制
を
整

備
し
て
地
域
の
救
急
医
療
の

根
幹
と
な
る
様
な
病
院
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。河

野
と
し
の
り
県
議

県
の
方
も
や
は
り
千
葉
市

美
浜
区
豊
砂
の
マ
リ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
の
近
く
に
総
合
救
急

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
を
建
設

致
し
ま
す
。
こ
れ
は
三
次
救

急
病
院（
※
注
３
）と
い
う
事

で
す
が
、
地
域
の
人
に
と
っ

て
は
こ
の
二
つ
の
新
病
院
が

美
浜
区
に
で
き
る
と
い
う
の

は
非
常
に
力
強
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

神
谷
千
葉
市
長

千
葉
市
の
新
病
院
は
二
次

救
急
病
院
で
す
の
で
、
自
ず

と
役
割
は
違
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
一
旦
二
次
救
急

病
院
と
し
て
受
け
た
上
で
、

極
力
新
病
院
の
中
で
対
応
し

て
い
き
、
よ
り
そ
の
状
態
が

重
篤
な
患
者
さ
ん
の
場
合
に

は
、
三
次
救
急
病
院
の
方
に

搬
送
す
る
な
ど
、
頼
り
が
い

の
あ
る
救
急
医

療
体
制
を
創
っ

て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

美浜区内にできる
美浜区内にできる ２つの新病院について

 ２つの新病院について〈仮称〉〈仮称〉真砂・検見川スマート
真砂・検見川スマート インターチェンジについて

 インターチェンジについて一人暮らしの高齢者の皆様が
一人暮らしの高齢者の皆様が
 安心して暮らして頂く為に

 安心して暮らして頂く為に

千葉県議会議員

レポート
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河野としのり県議
河野としのり県議

神谷千葉市長神谷千葉市長

美美

※注１） 「集学的治療」・・・がんの治療には、外科療法（手術）、化学療法（抗がん剤）、放射線療法、免疫療法等、様々な治療があり

ますが、いずれか一つをもってがんを十分に治療することは難しいとされています。そこで、これらの治療法を組み合わせて行うことで、

より高い治療効果を得る努力がなされています。このように、二つ以上の治療方法を組み合せて行う治療を「集学的治療」と呼んで

います。※注２） 「ＥＲ型救急」・・・ＥＲはemergency roomの略で，救急室，あるいは救急外来を意味する言葉である。ＥＲ型救急医療は北

米型救急医療モデルで、①重症度，傷病の種類，年齢によらずすべての救急患者をＥＲで診療する，②救急医がすべての救急患者

を診療し、ＥＲの管理運営し、又ＥＲでの診療のみを行い，入院診療を担当しない。日本の場合上記の一部を満たすさまざまな診

療形態がＥＲ型救急医療と呼称されている。

※注３） 一次救急病院（初期救急）とは、入院や手術を伴わない医療で休日夜間急患センター等です。二次救急病院とは、入院や手術を

要する症例に対する医療です。三次救急病院とは、二次救急まででは対応できない重篤な疾患や多発外傷に対する医療です。
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美浜区の市立新病院（千葉市ホームページより）
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千葉県総合救急災害医療センターの建物（千葉県ホームページより）
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美浜区の市立新病院
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●河野としのり事務所● 
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